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技術分野におけるバローバルプラットホーム 

0 大津留 柴 佐久 ( 九州大工学研究院 ) 

  

カ一 ) が " その強み ( セット 器 メーカーとの 擦り合わせ 

による開発 ) を生かすこどなく、 欧米の世界的なプラッ 

ト フ オーマー ( 水平統合的な 価 傭 提供者 ) に後塵を拝し 

ている状況からでも 明白であ る。 

また一方世界市場で 存在感が薄 ている日系携帯 

電話機器メーカ 一であ るが、 日本国内での 新技術。 新 

機能。 新サービス導入においては、 世界 力 、 ら 注目され 

続けているとも 言わ 、 引き続き日系メーカーが 世界に 

先行して携帯アプリケーションを 先導すること 間違いな 

レ油 思われる。 そして第 3 世代の携帯電話が 成熟して 

くる段階では " 多機能化をべ ー スとしたレファレンスモデ 

ノ ン ； ミ 。 半導体メーカ 一ヵ 、 ら 提供されようになり。 ソフトウェ 

アの再利用やシステム 検証の要求に 応えられるプラット 

ホーム開発が、 今後さらに注目される。 

この比に半導体設計技術分野におけるバローバル 

プラットホーム 開発を MO 丁 的な視点で、 世界の携帯電 

話市場において 豊富な実績を 持つフィンランドノキア 

社 との携帯電話向けシステム LSE 開発プラット フ オーム 

㊤ MAP(OpenMobileApplicationPlatfor 心と提供する 

米テキサス。 インスツルメンツ 社のプラットボーム 戦略を 

考察してみる。 

2, 世界的プラットフォーマ 一の価値連鎖 

る 。 

これは新製品の 開発期間の短縮化で 実現さ 

ト ソフ卜部品のモジュール 化推進や戦略 パ 一汁 ナ一 

携などによる 統合プラットホーム 開発は 、 ノキア社の世 

界戦略にとって 不可欠なものになっている。 

そして急成長する 発展途上国に 対してノキア 社は、 

デジタル技術および 携帯電話技術を 固定遠隔通信と 

融合しながら、 近代的かっ効果的な 遠隔通信を提供し 

ており、 アジア言語に 対応した初の 携帯電話の発売や、 

ブラジル。 ハンガリ - 。 中国での現地工場及びビジネス 

拠点の構築により。 市場シェアの 拡大が図られている。 

[ ぇ ] 

次の図 穏こ 示すバリューチェーンモデ ノレ @ 、 システム 

LS@ ビジネスにおける 価値連鎖を構造化したもので、 

究 。 探索からサービスに 至るコアプロセスに 並行して、 

上層にマーケテインバ、 下層にテクノロジ 一のプロセス 

を重ね、 従来の単一の LS@ 開発から、 システムレベルの 

ソフトクエア 開発までを多層化したモデルであ る。 

例えば 図 a のバリューチェーンモデルを 展開している 

刊社 では、 の SP( 鱗睡 a@ S@gna@ Processor) の市場リーダ 

一 として携帯電話アプリケーションにいち 早く 注力し 、 シ 

ステムを差異化するソフトクエア 戦略の強化を 図った。 
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そして主要顧客であ るノキア 社と 、 新製品の開発 ロ一 一スが 必要になってくる 為 、 世界申から安価で 優良な人 

ド マップを連動さ せ ながら㊤ M 健 製品シリーズを 世界市 村リソースをいかに 確保するのか。 そしてグローバルで 

場 に提供しており、 その競合優位による 市場での 成 は オープンな 制 をいかに構築するかなどの 課 

主要㊤ S ベンダー (Sy 皿 b@  OS 等 )@ こも支持されている。 あ る。 一般的に日本人ほ 個々人の能力が 高い反面、 

この 穏社の ビジネスモデルをインテル 社 と比較すると、 紐 をまとめる能力が 低 レ 、 と言われ " 多国籍な設計開発 

相違点はマルチ㊤ 発展性で チームを広域 断 的にプロジェクト 管 

あ り。 共通患け、 デイファクトスタ タ - ゲット カ が求められる。 

市場占有。 コア技術力、 ら 周辺技術への 展開などが挙げ そこで世界 罷力国 以上に 恵展開している T@ 社の事 

例を レファレンスしてみる ， 現在 我 インド。 バンガロール 

の 設計開発拠点 は 。 刊社憶り 活動全体の杓挺を 占め。 

3 。 グローバルな @-S$ 設計開発体制の MOT 課題 M や開発を支える 重要な 経口拠点になっている。 そ 

年代後半から 数西人規模のダラスーバンガロ 

@2 システム大規模化に 対応するグローバルな Ls@ 設 ーか間で人材流動が 行われ " さらに最新 汀 。 設計 ツ一 

計 開発体制について。 M 田 課題を考察してみる。 ルを 活用した国際共通設計インフラ や、 プテントホーム 開 

まず開発方法論について。 従来の日本的なきめ 細かな 発に必要なデザインルール。 インターフニースなどの 設 

設計手法を大規模システム LS@ 開発に通用させるに は 。 計 標準化 (C 。 ㍗ 乙鞄 。 ががを推進してきた 成果と言える " 

どのような開発プローチが 有効か再検討する 課題があ そしてほ S ㍗の ヂ ザインの大部分を 担当するインド 大技 

る 。 な システムをチップに 組み込むシステム 

またソフトウエア 開発においてほ " 今後膨大な開発 リソ ,S,                                それに高性能のアナロバ。 チップを含む 多数 
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の 優れた製品が 開発されており、 彼らが取得した 特許 

件 以上に及んでし ろ 。 同 

このように多国籍な 設計技術リソース 展開においてほ、 

設計技術仕様を 明確にし。 英文による設計標準 書 

(Copy Exactly) を作成しながら、 各国の技術者へ 教育 

関連投資を行い、 得意分野の能力を 伸ばすプロバラム 

を導入すべきであ る。 しかしながら 設計リソースの 広域 

ィヒ @ ま。 多品種展開の 効率性を高めるメリットがあ る反面、 

事前準備 ( 仕様書。 標準化など ) にかなりの時間とコスト 

の 負荷がかかる 為 。 各ステップ段取り、 手順。 プロセスを 

可視化することによって 設計フロー全般を 体系化するシ 

ステム思考がより 重要になってくる。 そして間 

際して、 論理的に対処する 能力など、 一連の M ㊤ T 能力 

を 身につけるとともに、 組織レベルで は 。 上位マネジメン 

トによる明確な 技術ポジシ一による 方向付けが必要なこと 

は言 う までもない。 

4 。 統合プラットホーム 構築による Ls 設計イノベーション 

次に図 2 に示す LS@ 設計プロセスイノベーションは。 

システム LS@ 設計開発プロセスを、 上段の統合プラソトホ 

ーム開発から 中段の覚部バリューチェーンを 取り込んだ 

リファレンスモデル 設計に集 させ、 下段の Ass 可 

用途向け標準 品 ) への製品展開させる 方式で、 それぞ 

0 段階で設計開発 。 独自性。 拡張性な 

ど ) を 持ちながら世界市場のニーズ ヘ 対応し、 シェア拡 

大を実現するメカニズムとなっている。 この 1,S@ 設計プ 

ロセスにおける 開発マネジメントの 課 に 対して、 以下の 

ような MOT 課題に対応しなければならない。 

①現在日本紀 M では、 統合プラットホーム 戦略。 思想。 

が 不十分と言われているが、 複 

できるプラットホーム 開発手法や仕様。 ニーズの変化に 

俊敏に対応できる 開発 制を構築すること。 

②有望市場をいかに 識期 し、 バリューチェーン 上流にお 

ける市場分析の 精度を高めて、 アプリケーション 開発に 

注力し、 製品企画からのプロジ ヱ クト 全 

表 ) と 投下リソースならびに 潜在リスクレリティカルパス ) 

を的確にマネジメントすること。 

ぽゾ 
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③図 2 に示す統合プラットホームから ASSP 製品展開す 

る場合、 個別顧客から 一般顧客に広げる 際の仕様決定、 

自社が担当する 技術分野の定義、 そしてターゲット 地域 

ユーザーへの 開発環境ソフトウエアサポートなどを 強化 

すること。 

プラットホーム 開発におけるハードとソフトの 分割、 

ミドルウエア 充実度、 絆 再利用性や検証の 十分性など、 

システム， 睦能 が継続的アップバレードできる ェ コシステム 

( 経済的な設計資産還流の 仕組み ) を開発すること。 

⑤戦略パートナーとの 相互利益やビジネスモデルを 合 

的にシェア し 、 標準化活動や 肝㌻ Compet@t@"e 領域に 

スキームをセットすること。 

以上 LS@ 設計技術分野におけるバローバルプラットホ 

一ムへの MOT 課 を、 ノキア 社と我 社の先行事例を レ 

ファレンスにシステム LS@ バ妬一 チェーン と LS@ 設計イノ 

ベーションの 視点から考察してきた。 

今後日本の総合 電 メーカーは携帯電話機に 特化し 

た世界的なプラットフォーマ 一に対して、 携帯電話にカメ 

能を融合し。 機器同士が 絆 ネットワーク 

でつながってくる ュビキ タス世代に。 多様なミドルウェア 

が再利用できる 可能性があ る。 そしてセット 機器メーカ 

一と システム LS@ 設計メーカーがすり 合わせに よ る ，巧 コ 

ーチェーン構築 ( 図 2 参照 ) は、 日本半導体 沿 M こそが 

得意とする形態であ り。 国際的な競合に 対する参入障壁 

や競争優位を 確保するバローバルな MOT 展開が不可 

欠となる。 
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